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ＩＮＦＯ－ＨＩＲＯ－２１ 

 

 

第３９３号 ２０１６年１月１５日 

弘 前 大 学 総 務 部 広 報 ・ 国 際 課 

 

 

学術講演会・研究発表会・公開講座  

 

 

 

 

 

 

 革新的イノベーション創出プログラム（COISTREAM）「認知症・生活習慣病研究とビッグデータ

解析の融合による画期的な疾患予兆発見の仕組み構築と予防法の開発」の拠点研究を推進するにあ

たり，コホート研究の知見を深めること等を目的として，下記のとおり弘前大学COI特別講演会を

開催します。 

本講演会では，東京大学の鄭 雄一先生をお招きして御講演いただきます。 

皆様のご参加をお待ちしております。 

 

             記 

 

  日 時：平成２８年１月２１日（木）１３:３０～１４:３０ 

     （受付は１３:００ から開始します） 

 

  会 場：大学院医学研究科 基礎大講堂 

 

  講 師：東京大学COI 研究総括（RL） 

東京大学大学院 工学系研究科 

バイオエンジニアリング専攻 

      教授 鄭 雄 一 氏 

 

  演 題：医学と工学の融合でかなえる 「自分で守る健康社会」 

      －東大COIの新たな戦略展開－ 

 

 

  詳 細：http://coi.hirosaki-u.ac.jp/web/news_detail.html?no=244 

 

※配布資料等の関係上，事前の申し込みをお願いしております。 

 お手数ではありますが，参加を希望される方は，団体名・所属・役職・氏名を記載の上，下記 

メールアドレスまたはFAXまでご連絡ください。 

 

＜問合せ・申込み先＞ 

  弘前大学 COI研究推進機構 

  TEL：0172-39-5538 

  FAX：0172-39-5205 

  E-mail：coi_info@hirosaki-u.ac.jp 

  HP：http://coi.hirosaki-u.ac.jp 

 

 

 

弘前大学第１５回ＣＯＩ特別講演会の開催のお知らせ 
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地域保健医療教育研究センターでは，市民公開講座を本学保健学研究科生体応答科学研究セン

ターと共同開催します。事前申し込みは不要，参加費は無料です。多数の市民の方々をお待ちして

おります。 

 

【テーマ】地域医療の進歩とその基礎 

【場 所】むつ市立図書館あすなろホール 

【日 時】平成２８年１月２４日（日） １０：００～１２：３０ 

【内 容】 

第Ⅰ部 地域医療の進歩 

座長：中村 敏也 氏（弘前大学大学院保健学研究科教授，生体応答科学研究センター長） 

１．備え（そなえ）あれば患い（うれい）なし。 

―健やか力を身につけて，心身の健康増進を―                                        

丹藤 雄介 氏（弘前大学大学院保健学研究科教授） 

２．高齢者に有用ながん放射線治療―地域完結型医療をめざして― 

真里谷 靖 氏（弘前大学大学院保健学研究科教授，地域保健医療教育研究センター長） 

３．訪問医療に適した画像診断ツールの有効利用 

―ヘルスプロモーションカーとX線画像情報連携支援システムの活用― 

工藤 幸清 氏（弘前大学大学院保健学研究科講師） 

 

第Ⅱ部 地域医療を支える基礎的研究 

座長：真里谷 靖 氏（弘前大学大学院保健学研究科教授，地域保健医療教育研究センター長） 

ヒアルロン酸とプロテオグリカンの正しい知識 

中村 敏也 氏（弘前大学大学院保健学研究科・教授，生体応答科学研究センター長） 

 

 【お問い合わせ】 

弘前大学大学院保健学研究科 佐藤真由美・北嶋結 

（地域保健医療教育研究センター 事務局） 

ＴＥＬ/ＦＡＸ：0172-39-5953 

E-mail：sato-ma@hirosaki-u.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民公開講座のお知らせ 
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日 時：平成２８年１月２７日（水）午後４時より開場 （入場無料） 

 

場 所：弘前大学創立50周年記念会館みちのくホール 

 

プログラム 

16:30－16:40  趣旨説明 黄 孝春 （弘前大学人文学部教授） 

 

16:40－17:10  講演１  テーマ 「日本農業が進むべき道」 

             講演者  木村秋則 （木村興農社社長） 

 

17:10－17:40  講演２  テーマ 「自然栽培稲作の科学的検証」 

講演者  杉山修一 （弘前大学農学生命学部教授） 

 

17:40－18:10  講演３  テーマ 「消費者のニーズを取り込んだ自然栽培の成功事例」 

              講演者  高橋啓一 

（ＮＰＯ法人岡山県木村式自然栽培実行委員会理事長） 

18:10－18:20  コメント 金 哲洙 （日本農業新聞記者） 

 

【問合せ先】 

弘前大学人文学部 黄 孝春 ＴＥＬ／ＦＡＸ 0172－39－3287 

 

 

 

 

日 時：２０１６年１月２７日（水） １４：３０～１７：１０（予定） 

 

会 場：人文学部棟４階 多目的ホール 

 

内 容：人文社会科学研究科（修士課程）の大学院生の研究発表 

 

－発表者と発表題目－ 

鎌田 遥 （文化科学専攻１年） 

「古典文学における月」 

 

朴 歓 （文化科学専攻１年） 

「異文化スクリプトの獲得過程に関する研究 

―「ハングル会」に集まる韓国人と日本人のインタ

   ラクションから―」 

 

魏 紅敏 （応用社会科学専攻１年） 

「アジア新興国における日系企業の人事労務問題 

―中国を中心として―」 

 

黄 少華 （応用社会科学専攻１年） 

「中国における日系企業の人的資源管理 

―モチベーションの面で―」 

 

弘前大学人文学部地域未来創生センター主催 公開シンポジウム 

「コメの自然栽培と地域農業の活性化 －耕作放棄地の再生－」開催のお知らせ 

平成２７年度後期 弘前大学大学院人文社会科学研究科 

ＦＤ公開発表会開催のお知らせ 
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当研究科の大学院生の研究活動や研究内容にご関心をお持ちの方は，お気軽にご参加ください。 

※入場無料，事前の申込は不要です。 

 

【問い合わせ先】 

弘前大学人文学部 総務グループ教務担当 

TEL：０１７２－３９－３９４１ 

E-mail：jm3941@hirosaki-u.ac.jp 

 

 

 

 

 革新的イノベーション創出プログラム（COI STREAM）の更なる加速化を目的に，県民・国民の健

康寿命延伸とQOL・GNH向上に向けた新たな産業創出（社会実装）のあり方などについて総合的な討

論をするため「弘前大学COIヘルシーエイジング・イノベーションサミット2016」を開催すること

となりましたので，お知らせいたします。 

 COI本部や各拠点はもとより，参画企業・関連企業の皆さんが多数参加されます。また，青森県

内における地域の取り組み（健幸リーダー育成：弘前市・青森市），学校の取り組み（健康教育プ

ログラム：猿賀小学校・中郷小学校），職域の取り組み（北星交通・みちのく銀行）など，県内に

おける様々な取組状況と弘前大学COIの意義と期待について熱く語っていただきます。 

COIは，日本に真のイノベーションをもたらす国家的プロジェクトとして期待されています。ご多

忙とは存じますが，ぜひ本サミットにご参加いただき弘前大学COIのみならずCOI事業全体の取り組

みについてご理解を深めていただきたく存じます。 

 

 日 時：平成２８年１月２９日（金）１３:３０ ～ １７:１５ 

 

 会 場：ホテルナクアシティ弘前 プレミアホール 

     （青森県弘前市大町1-1-2） 

 

 主 催：弘前大学(COI研究推進機構/研究・イノベーション推進機構)，青森県，弘前市 

 

 共 催：青森県医師会，健やか力推進センター，(財) 21あおもり産業総合支援センター， 

      (地独)青森県産業技術センター，ひろさき産学官連携フォーラム   など 

 

 後 援：文部科学省，経済産業省，（国研）科学技術振興機構（JST）  など（予定） 

 

 詳 細：http://coi.hirosaki-u.ac.jp/web/news_detail.html?no=234 

 

 申込締切：平成２８年１月２２日（金） 

 

 参加をご希望の方は，会社名・団体名，電話番号，FAX番号，E-Mail，部署名，役職名，参加者

氏名（フリガナ付），交流会参加の有無を記載の上，下記までお申込みください。 

 

 ＜問合せ・申込み先＞ 

   弘前大学COI研究推進機構 

    TEL：0172-39-5538 

    FAX：0172-39-5205 

    E-mail：coi_info@hirosaki-u.ac.jp 

    HP：http://coi.hirosaki-u.ac.jp 

 

 

 

 

弘前大学COIヘルシーエイジング・イノベーションサミット2016開催のお知らせ 
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弘前大学大学院保健学研究科 放射線リスクコミュニケーション教育部門では，福島県内におけ

るリスクコミュニケーション（過去・現在・未来）を考えることを目的として，表題の講演会を下

記のとおり開催いたします。多数の皆様のご参加をお待ちしております。 

 

１．日 時： 平成２８年２月１日（月） １８：００～１９：３０ 

 

２．場 所： 保健学研究科 Ｂ棟３階 第３３講義室 

 

３．テーマ：  

「福島を巡る課題〜リスクガバナンスの視点から～」 

 

４．講 師： 長坂 俊成 氏 

（立教大学大学院21世紀社会デザイン研究科教授） 

 

５．対象者： どなたでも参加できます 

 

６．ＵＲＬ： http://rem-hirosaki.jp/seminar.html 

 

【お問い合わせ先】 

弘前大学保健学研究科 総務グループ 桑田 

電 話： ０１７２－３９－５５１８ 

E-mail： kuwata@hirosaki-u.ac.jp 

 

 

 

第６回 放射線リスクコミュニケーション教育部門講演会 

「福島を巡る課題〜リスクガバナンスの視点から～」開催のお知らせ 
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この度，研究・イノベーション推進機構では，知的財産権の基礎知識や創出，管理，活用等に関

する理解を深め，知的財産に対する意識を醸成することを目的に知財塾を開催します。今回は，国

立大学法人山口大学 大学研究推進機構 知的財産センター長と山口ティー・エル・オー代表取締役

社長を兼任している，佐田洋一郎 氏を講師にお招きし，「医療研究者・研究支援者のための特許

と研究ノートの正しい活用法(仮)」と題してご講演いただきます。 

 医薬品・バイオ技術のライセンス，研究提携等に関する知識，理解を深めたい方など，興味があ

る方はどなたでも是非奮ってご参加下さい。皆様のご参加をお待ちしております。 

 

１．場 所：大学院医学研究科基礎棟１階 大会議室（青森県弘前市在府町５番地） 

 

２．日 時：平成２８年２月１５日（月）１８：００～２０：００ 

 

３．テーマ：医療研究者・研究支援者のための特許と研究ノートの正しい活用法（仮） 

 

４．講 師：国立大学法人山口大学 大学研究推進機構 知的財産センター長  

山口ティー・エル・オー代表取締役社長 佐田 洋一郎 氏 

 

５．対 象：どなたでも参加可能 

 

６．参加料：無料 

 

※参加を希望される方は，氏名，所属・役職，連絡先を記載し，２月８日（月）までに， 

下記連絡先までお申し込みください。 

 

【参加申込み先】弘前大学知的資産部門（担当：石沢，神山） 

       TEL：０１７２－３９－３９９４ 

FAX：０１７２－３６－２１０５ 

E-mail：chizai@hirosaki-u.ac.jp 

 

 

学 内 掲 示 板  

 

 

 

 

 

国際連携本部 和氣太司＜著＞ 

｢インドネシアの私立大学 －発展の仕組みと特徴－」 

（A5判，166頁，定価 4,050 本体3,750円＋税）を出版

しました。 

 

～紹介文～ 

太平洋に浮かぶエメラルドの首飾りと讃えられる世

界最大の島嶼国家インドネシア。その人口は世界第4位

の2億5千万に及ぶ。教育の普及も進み，現在，4千近い大

学があるが，その96％を私学が占める。高等教育の就学

率では近隣のタイやマレーシアに及ばないが，私立大学

数ではタイやマレーシアを凌駕している。 

なぜインドネシアでは私立大学が拡大したのか。その

背景は何か，私学の果たす役割や発展の仕組みはどのよ

知財塾開催のお知らせ 

弘前大学出版会から新刊のご案内 
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うになっているのか。また，私学の拡大は世界的な現象であるが，インドネシアの私立高等

教育はアジアや世界の中でどのような特徴を持っているのか。 

これらの問いに答えるべく，本書は，ジャカルタ特別州の私立大学とその経営主体である

設置者に注目し，社会の教育ニーズに迅速に対応し拡大を遂げた私立大学の発展の仕組み

と特徴を実証的に浮彫りにする。私立大学の問題と国立大学を含む高等教育全体とを比較

し，インドネシアの大学教育の全体像をも明らかにした力作。 

 

ご興味をお持ちの方は大学生協または市内の書店でお買い求め下さい。 

 

 

 

 

 

 事務局庁舎改修のため，庁舎１階に設置しておりました学長直言箱を撤去させていただ

きます。撤去期間中，ご迷惑をおかけいたしますが，事務局庁舎以外に設置しております学

長直言箱をご利用いただきますようよろしくお願いいたします。 

 

  撤去期間：平成２７年８月１７日（月）～平成２８年４月２８日（木） 

    問い合わせ先：弘前大学総務部総務課（秘書室） 内線３００４ 

 

 

 

 

 

 本学が会員となっている「一般社団法人 国立大学協会」では，各国立大学の現状や優れた取り組

みなどを分かりやすくまとめた国立大学協会情報誌「国立大学」を作成しています。 

「国立大学第３９号」では，授業や課外活動に真剣に取り組む学生，グループの活動の紹

介する「今，学生は！」のコーナーにおいて，本学のサークル「H・O・T Managers」が紹介

されています。ぜひご覧ください。 

 

最新号「国立大学第３９号」 

http://www.janu.jp/report/koho/39gou.html  

 

下記ＵＲＬより最新号を含め，今まで発行されたバックナンバーをご覧いただけます。 

        http://www.janu.jp/report/ 

 

 その他，第３６号・第３１号・第２８号・第２５号・第２３号・第２２号・第１８号に

おいて，本学記事が掲載されていますのでご覧ください。 

編集担当から）  講演会，研究発表会，部局行事等の掲載原稿を発行予定日（毎月１日と１６

日の２回）の７日程度前までに，下記のところまでご提供ください。お待ちしております。 

◎担当：総務部広報・国際課広報･国際グループ 

     E-mail: jm3012@hirosaki-u.ac.jp FAX:39-3498 内線：3029 

 

事務局庁舎改修に伴う学長直言箱の撤去について 

国立大学協会情報誌「国立大学」について  


